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Abstract
　The purpose of this paper is to present an overview of technology use in foreign language 
education and to report on English teachers’ experiences regarding the new LT2 equipment and 
software. A questionnaire was distributed to English teachers at end of semester 1, 2010. Responses 
from the questionnaire were collated and qualitatively analyzed revealing three main issues. First, 
teachers show a clear awareness of the potential benefits of using technology in language learning 
yet at the same time are mindful that without clear goals related to course aims, the benefits may 
not be realized. Second, teachers recognize the immense role of technology in young learners’ 
lives and are aware that use of technology in learning positively affects motivation; however, use 
of technology is still fairly limited. Third, the majority of teachers do not have a lot of previous 
experience in using technology in the classroom so this is defining the ways in which they use the 
equipment. In order to use the system to its full potential so as to provide students with new and 
effective learning experiences, teachers first need to increase their knowledge and skills of language 
learning technology.

（J.Aomori Univ. Health Welf．11：121－127，2010）
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要旨
　本論文の目的は、外国語教育におけるテクノロジーの使用に関する概観と、新しく導入された LT2
の設備とソフトウェアにまつわる教員の体験の報告にある。2010 年度の前期の終わりに、各英語教
員に質問用紙が配られた。その回答を照合し、質的に分析した結果、3 つの主な課題が明らかになっ
た。第１に、教員は外国語教育にテクノロジーを利用することの利点にはっきりと気づいているが、
同時にクラスの目標に合わせた明確なゴールがなければ、その利点は実現化されないのではないかと
懸念している。第２に、教員は若い世代の学習者の日常生活においてテクノロジーが膨大な役割を果
たしていることと、学習時のテクノロジーの使用がモチベーションに良い影響を与えることを認識し
ている。しかし、そのテクノロジーを十分に活用しているとは言えない。 第３に、教員のテクノロジー
の使用経験はかなり限られており、そのことが機器の使用を困難にしている。 学生に新しく効率的
な学習体験を提供できるようにシステムを最大限に活用するには、まず教員がそのスキルを磨き、知
識を豊かにしなくてはならない。
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Ⅰ．はじめに
　青森県立保健大学（以下 AUHW）は 1999 年に創立
された。学生が近代的な環境で外国語を学べるように
と、語学実習室として A 棟の LT1 と LT2 にしかるべ
き設備が整えられた。語学学習を補助する特殊な機能を
持った機器のほかに、LT2 にはコンピュータも配備さ
れ、インターネットアクセスが可能になった。当時、シ
ステムは最新のものだったが、過去 10 年の急速なテク
ノロジーの変化にはついてゆけず、LT2 のコンピュー
タは時代遅れとなってしまった。そこで 2010 年 4 月、
新しいハードウエアとソフトウエアが LT2 に導入され
た。それは CHIeru 社の CaLaBo EX というシステムで
ある。CaLabo EX は全国で約 700 校以上に導入されて
いるフルデジタル CALL （Computer Assisted Language 
Learning） システムで、旧システム同様の機能に加え、
最新のデジタル教材、音声・画像などの教材をネットワー
ク経由でデジタル配信することができるものである1）。現
在、AUHW の英語教員は、この新しい設備が授業にも
たらす可能性に大きな期待を寄せる一方、どのようにし
てこの新しいテクノロジーを習得するか、学習効果を高
めるためにはどのように活用するべきかという課題に直
面している。本論文の主旨は、外国語教育におけるテク
ノロジーの使用について概説し、新しく導入された LT2
の設備とソフトをめぐる教員の体験、そしてその体験を
通して把握されたこのようなシステムを使用することの
利点とこれからの課題を報告することにある。これは、
2010 年度前期に行われた調査の結果を示す初期研究であ
り、この段階で得られた結果はまだ充分ではないとして
も、新システムを使用する際に教員側に生じる問題につ
いて有用な洞察を提供している。2010 年度末までにさら
なる調査を進めてより明確な結論にたどりつき、システ
ムの可能性を最大限に引き出すと同時に、新しい効果的
な学習経験を学生に提供し、学生のコミュニケーション
能力を高めるという AUHW 英語教育の主要目標の達成
を導く提案ができるようになることが期待される。

Ⅱ . 外国語教育におけるテクノロジーの歴史と背景
１． 語 学 実 習 室 （Language Laboratory; LL） と
コ ン ピ ュ ー タ 支 援 言 語 学 習（Computer Assisted 
Language Learning; CALL）の歴史
　外国語教育におけるテクノロジーの使用は、現代に始
まったことではない。記録によると、外国語の授業にエ
ジソンの蓄音機が最初に使用されたのは 1891 年のこと
である2）。1900 年から 1950 年の間に起きたテープレコー
ダーとテレビの発明と発達に伴い、設備はより精密にな
り、学校にも LL が設置され始めた3）。初期の LL では、
主要操作機は教員の手元に、テープレコーダーとヘッド

フォンは学生の手元にあるのが主流だった。1970 年代
にコンピュータが到来し、80 年代には PC がそれに続き、
CALL という用語が外国語教育におけるテクノロジーの
象徴となった。現在の CALL システムは、マルチメディ
ア対応の PC で完全にデジタル化され CALL ラボであ
る。　教員と学生に便利なハイテク機器を提供している。
　長年かけて発展したのは技術だけではない。新しい教
育論が生まれては去り、教育法は新しい哲学のもと常
に変化し続けている。Warschauer4）は CALL の歴史を
まとめ、その発達を３段階に分けた。第１段階は 1950
年代に生まれた行動主義的学習論に基づく Behaviorist 
CALL（行動主義的 CALL）で、これは 60 年代から 70
年代初めにかけて実施された。その理論は、第二言語習
得の鍵は繰り返し行うことで習慣づけることだというも
のである。この理論に基づき、コンピュータは主に単語
や文法、発音用の広大な範囲をカバーするドリルや反復
練習アクティビティの一助として使用された。しかし、
７０年代後半から８０年代前半にかけて、論理的観点と
教育学的立場から、学校の新たな方針としてこの行動主
義的アプローチを排除しようという動きが表面化してき
た。
　次の段階は Communicative CALL（コミュニカテイ
ブ CALL）と呼ばれている。このアプローチの主たる
提唱者 John Underwood5）は、語学学習は前もって組み
立てられたフレーズの単調な練習や反復より、むしろ表
現形式を使ったり正しい音を発したりすることに重点を
置いて行われるべきだと論じた。さらに、文法は明示的
にではなく暗示的に教えられるべきだとも提案した。も
う一人の Communicative CALL の提唱者 Stevens6）は、
すべての CALL のソフトウエアとアクティビティは内
因性動機づけの上に組み立てられるべきであり、学習
者とコンピュータ間また学習者同士の相互作用を促進
すべきであると主張した。このイデオロギーの変化は、
方法論にもそれに対応した変化をもたらした。これま
での技術練習法はペースリーディングやテキスト再構
成、ランゲージゲームなど、ペアやグループで行われ
る、より相互作用があるスタイルに形を変えていった 7）。
Warschauer4）は、これらのプログラムには以前のプロ
グラムには組み込まれていなかった学生の選択や意思、
相互作用が適度に含まれているとしている。加えて、コ
ンピュータは言語変換や机上での印刷、そしてスペル
チェックやグラマーチェックの道具として使われ、イン
ターネットの情報は学生の討論、筆記そして批評などの
刺激剤として使用された。Lee8）は、このコンピュータ
ベースの指導法は、学習とは発見、表現、そして発展と
いった創造的なプロセスであるとした認知理論に合致し
たものであると指摘している。
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　しかし Warschauer4）の年代順の記述によると、1990
年代の終わりまでに、この方法での教授法や学習法は再
考されるようになり、多くの教員がより現実に即した学
習方法、すなわち社会生活で使われる言語により重点を
置いた方法を好むようになった。これが第 3 の段階であ
る。やがて、Communicative CALL を批判する人たち
が出始め、コンピュータは明確な目的や計画もなく使わ
れており、社会生活に結びついていないと批判し始めた。
一般的な語学学習法が、対話型学習法、学習者中心型学
習法、協同型学習法、目的重視型学習法、内容重視型学
習法へと移行し、そのすべてが語学学習の多種多様なス
キルを統合しており、後に始まる CALL の新しい段階
への足がかりとなった。Warschauer4）はこの新しい段
階を Integrative CALL（知識構成主義 CALL）と名付
け、これはマルチメディアコンピュータとインターネッ
トという２つの重要な技術的発展に支えられていると述
べた。手ごろでマルチメディア対応の PC とワールドワ
イドウェブ（WWW）を利用すれば、学生に新しい学び
方を経験させ、現実の世界で使われている言語に触れさ
せることができる。現行の Integrative CALL は、流暢
に話すことに焦点をあて、相互作用を促進し学習者の自
主性を育てるような実際のコミュニケーションの場で学
習言語本来の使用に取り組む方法を提唱している。
　以上、過去の外国語教育におけるテクノロジーの発
達を手短に見てきたが、テクノロジーの進化とともに
歩んできた外国語教育が、より幅広いアプローチへの
移行にしたがって絶え間なく変化してきたことがわか
る。 Warschauer & Healey9）は、今や技術と教育の発
展のおかげで教員がコンピュータテクノロジーを語学
学習のプロセスにうまく取り入れられるようになった
としている。しかし Garrett10）は、どんな方法、やり方、
思想に用いられたとしてもコンピュータはあくまでも
媒介なのであり、それ自体で方法を構成することはな
いと反論する。したがって、教育者は質の良い教授法
を開発し持続するために、自身の指導状況、手段、技術、
目標、そして学生のニーズを吟味することが大変重要
だと言える。
２．インフォメーション・コミュニケーション・テクノ
ロジー（Information Communication Technology; 
ICT）使用の根拠
　ICT は社会のあらゆる分野で当然のこととして使用
されている。さらに、WWW の利用と最近のソーシャ
ル・ネットワーキング・サイト、Facebook や Twitter
などは、一般の人々の生活における情報の交換とコミュ
ニケーションに重要な役割を担っている。テクノロジー
は我々の生活のあらゆるところに浸透し、教育もまた例
外ではない。前述の通り、外国語教育におけるテクノロ

ジーの使用は新しいことではないが、次々と発達するテ
クノロジーを授業で使用する根拠を明確にしておくこと
は重要である。若い世代はテクノロジーとともに成長し、
それが自然であり、人生の一部になっている。こういっ
た若い学生にとって、テクノロジーは外の世界を授業に
取り入れる手段となっている11）。一般的に若者は新しい
テクノロジーに熱中し、最新型の電子機器などを手早く
生活に取り込んでいる。したがって、ハイテクに精通し
た学生たちにとって、テクノロジーを学習に取り入れる
ことはまったく自然の成り行きなのである。語学学習に
テクノロジーを活用することの有効性については広く発
表されている。Sayers12）は、授業でネットワークベー
スのテクノロジーを使用する利点を次のように挙げてい
る。体験学習に多大な貢献をしている、動機付け、学生
の達成力を高める、頼りになる学習教材である、より良
い相互作用がある、個別化できる、１つの情報源にと
どまらずに国際的な理解力を養う、などである。さらに 
Dudeney &Hockly11） は、ICT の使用により、４つの技能、
すなわち話す、聴く、読む、書く、のすべてに学生が触
れることができると示唆している。
　こうして、外国語教育におけるテクノロジー使用の利
点が提示されてきたが、結局のところ、カリキュラムの
中に効果的に取り込まれ使われなければ、限られた結果
しか出せないということに留意しなければならない。
３．教員の知識と心構え
　語学教員がテクノロジーを駆使して彼らの指導能力を
高めたとしても、教員のためのトレーニングプログラ
ムの欠如、そして新しい機器を試みる時間の不足が、 教
員にとって技術や知識を習得する妨げになっている13）。
Norman14）もまた、教育現場でのテクノロジーの有効活
用において最も大きな障害になっているものの一つは、
教員トレーニングの欠如であると述べている。さらに、
授業でのテクノロジーの使用を支持するか禁ずるかとい
うことは、教育とテクノロジーに対する教員の心構えと
姿勢にかかっている15）。単純に最新の機器とソフトウエ
アがテクノロジー適用の成功を保証するというわけでは
なく、その使用により学習が向上するということでもな
い。教員の技術と理論に関する知識がテクノロジーを使
いこなす能力に影響し、そして彼らの教育哲学と教育へ
の姿勢が、テクノロジーをどう取り入れるかにも影響し
てくる。テクノロジーの取り入れがうまくいくかどうか
は、こういった要因に最も影響されるのである。

Ⅲ．AUHW におけるケース
１．対象
　AUHW 英語教員の５名。内訳はアメリカ人３名、イ
ギリス人２名で外国語教育経験は３年～３９年である。
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２．調査方法および内容
　調査は自由回答形式の質問とした。質問用紙は 2010
年度の前期の終わりに各教員に配られた。全５名から
回答があった。調査内容は２つの項目である。１つ目
の項目は、過去の LL の経験と利用度について尋ねるも
のであり、２つ目の項目は、LT ２に新たに導入された
CALL システム1）に関する各人の利用度や経験、意見な
どを明らかにするものである。その結果を照合・分析し、
機器がどの程度利用されているのかを明らかにし、その
作業過程で教員が直面した利点と難点を明らかにした。
またその結果を、現況報告としてまとめた上で提出し、
後期には教員は懸念事項についてどのように対処すれば
よいかについて提案を行った。
3．倫理的配慮
　対象者に研究の主旨、匿名性の厳守、調査目的以外に
データは使用しないことを明記した文書を手渡して説明
し、調査協力を依頼した。青森県立保健大学倫理委員会
承認番号 10028。
4．結果
１） 2010 年４月の新機種導入以前について

（１）以前はどの程度の頻度で LL を利用していたか。
　「全く利用しない」「少しだけ利用した」「ある程度利
用した」「頻繁に利用した」のいずれかで回答してもらっ
た。「ある程度利用した」と回答した一人を除いて全員が、

「少しだけ利用した」と回答した。
（２）以前はどの機器を使用していたか。
　テープレコーダー、CD プレーヤー、ビデオ／ DVD
プレーヤー、インターネットアクセス、録音機、マイク
付きヘッドフォンといった LL で見られる標準的設備を
使用したことがあるとの回答があり、１名だけプロジェ
クターも使用、と回答した。

（３）正式なトレーニングを受けたことがあるか。
　実際に技術的な面での正式なトレーニングを受けたの
はある程度利用したと答えた１名だった。そのトレーニ
ングは、サプライヤーによるデモンストレーションや新
しい職場や会議でのプレゼンテーション、または大学の
授業でのオリエンテーションなどである。指導方法のト
レーニングは誰一人として受けたことがなかった。

（４）以前はどのような言語学習アクティビティを実施
したか。
　教材が商品化されたものか、自分で録音したものかに
かかわらず、会話の聞き取りと、関連する問題に解答す
ることが最も多く挙げられた。研究のためや、解答を見
つけるためにインターネットで検索することも同じく多
く挙げられた。また、２名以上の教員により以下の２つ
のアクティビティが挙げられた。１）マイク付きヘッド
フォンを使い、無作為に選ばれた学生同士が、決められ

た話題について話し合ったり、自由に会話したりすると
いうもの　２）学生がサンプルを聞いた後、自分の声を
録音し、再びサンプルを聴き比較するというもの、であ
る。他に行われたものとしては、オンラインでの映画や
ビデオ鑑賞、言語変換、市販の言語ソフトの使用、コン
ピュータゲーム、学校間でのビデオリンクがあった。

（５）授業に LL でのアクティビティを採用することに
ついてどう感じているか。
　全般的に肯定的な反応が得られた。それは、学生がこ
のようなテクノロジーに慣れており、かつ興味を持っ
ているため、学習の過程でこういったテクノロジーが採
用されるべきであるとする見方からである。しかし、教
員らが不安に思っている次のような面もある。テクノロ
ジーはあくまでも補助教材であり主役であってはいけな
い、LL でのアクティビティは正規の授業より簡単に短
時間で行われるべきである、学生の時間をできるだけ有
効に利用しなければならない、などである。ある教員は
個人的見解として、LL は利用する者をおじけづかせる
こともあるとしている。

（６）LL のアクティビティを授業に取り入れることが学
生の語学習得に役立っていると思うか。
　すべての教員は学生にとって有効だと回答しました。
その理由として以下の点があげられた。様々な学習スタ
イルに合わせた学習方法を供給できる、自信を持たせる
ための個別練習ができる、メールやブログなどの日々の
コミュニケーションツールを使って練習できる、それぞ
れの学生に個別の学習方法を紹介できる、学生の回答に
対して即座にフィードバックが得られるプログラムもあ
る、学生に興味や動機を与えられる、ということが挙げ
られた。しかし、様々な学習スタイルに合わせられると
いう意見に反して、ある種の学習方法には合わないので
はないかという声もある。
２）2010 年度前期における新機種使用後の意見

（１）技術的な面でトレーニングは役に立ったか。
　全５名が役に立ったと回答した。

（２）指導方法の面でトレーニングは役に立ったか。
　全５名が役に立たなかったと回答した。
　新しいコンピュータと CALL システムの導入に続い
て、教員に説明とトレーニングのための講習会が開かれ
た。講習会では質問する機会もあり、システムの機能に
ついては良い感触を得たということである。しかし、基
本的にデモンストレーションは参加者に実際に練習させ
たりするものではなく、その結果、扱い方がよくわから
ないままに終わってしまったと、ほとんどの教員が感じ
たようだ。ある教員は、実際の現場で役立つような設定
であれば、システムを活かせる知識が得られたのではな
いかとコメントしている。一方、講習会では指導テクニッ
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クについては何も提供されなかった。
（３）前期中にどの機能を使用したか
　以前の LL 使用頻度が少しだけと答えた教員のほとん
どが、すでにやり方を知っている、あるいはやり方が以
前のシステムと似ていると判断した機能を主に使用して

いる。逆に、新しい機能の２１個の中多くても８個しか
使用していない。一方、教員５、以前の LL 使用頻度が
ある程度利用したと答えた教員は使い慣れている機能の
上に新しい機能も多く使用していることが明らかになっ
た。

（４）前期で新しい機器を使って行われたアクティビティ
は何か。
　言語変換、会話の聞き取りやフォローアップアクティ
ビティでの筆記、オンラインでの聞き取りや文法作業、
ネットサーチ、ユーチューブビデオ、組対話、発音練習
などが挙げられた。これらのアクティビティは新しいシ
ステムの購入前に行われたアクティビティとほぼ同じで
あることがわかる。

（５）前期を振り返って、これまでに難しかった点は何か。
　共通する２つの問題が明るみに出た。１つは、どのよ
うにしてその機能を使うのか思い出せなかったこと、あ
るいは、新しい機能を試そうとしてまごつき時間を無駄
にしてしまったことであった。２つ目の問題は、初期の
段階で発生したサウンドと映像の技術的問題だった。問
題がすべて解決するのに６月中旬頃までかかってしまっ
た。

（６）前期を振り返って、これまでより良かった点は何か。
　仕事をこなす上で、ユーザーにわかりやすく、かつ、
効率的な仕組みになっている。より多くの機能で、より
多くの学習法が可能になった。コンピュータの速さと最
新のソフトウエアが、学習教材としてのインターネット
の使用の幅を広げている。ビデオの使用により、学生の
意欲が高まった。

（７）この新しい LL システムは学習によい効果をもた
らしているか。
　この時点では、実験的なデータは証明されず、この質
問への回答は、単に個々の教員の報告でしかない。実際、
３名の教員が、もっと使用したりシステムに慣れたりす
ることで、より多くの情報に基づく回答ができるので、
今、回答するのは時期尚早としている。新しい機器で何

ができるかということがわかった学生にとっては、その
ことがモチベーションを高める結果になったという回答
もある。また、ある回答では、より高速なインターネッ
トを通じて、他の国々のなまりや状況に学生が触れるこ
とができるという利点が強調されている。ある教師は、

「同じ時間枠内でより多くのことが可能になり、より効
率よく学生を観察したり、より良いサポートを学生に提
供したりすることが可能になってきた。このシステムに
より、個別に素早くアクセスでき、うまく監督できるよ
うなった。おかげで学生がしていることが以前より身近
に感じられる」と述べている。

（８）LL をよりよくするために、そしてより効果的に使
うために、現時点でどのような技術やトレーニングなど
が必要だと思うか。
　ほとんどの教員が、実際に触って練習し使いこなすこ
とが最初の第一歩と感じている。加えて、授業に備え
るためにあらかじめ練習しておく時間が必要だと、数名
が感じている。教育学的見地から、同等または類似した
LL システムを使っている他の教員や施設の例を知りた
がっている教員もいる。
5．考察
　本調査の目的は、新しく導入された LT2 の設備とソ
フトウエアをめぐる教員の体験、そしてその体験から得
られた利点と難点を発見し報告するものだった。初期段
階での使用に関するフィードバックが明らかにした側面
は、下記の通りである。
１）機器やアクティビティに関連するテクノロジーを使

用してきた経験やトレーニングの経験がまったく異
なっているということは、教員個々の能力レベルも
また異なることを意味する。しかし、テクノロジー

表１ 　前期中に利用した新しい CALL システムの機能の数

以前の LL 使用頻度

旧システムにも
あった機能

旧システムより
アップグレードした機能

全く新しい機能
利用した

機能の合計

３ ４ 21 28

教員１ 少しだけ利用した ３ ３ ８ 14

教員２ 少しだけ利用した ３ ３ ８ 14

教員３ 少しだけ利用した ３ １ ６ 10

教員４ 少しだけ利用した ３ ０ ０ ３

教員５ ある程度利用した ３ ３ 18 24
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が外国語教育で重要な役割を担っているという彼ら
の考えは共通している。

２）多くの教員はテクノロジーを授業で使用した経験が
少ないにも関わらず、外国語教育におけるテクノロ
ジーの潜在的な利点にはっきりと気づいていること
が示されている。

３）テクノロジーが若い学習者の日常生活で果たして
いる役割は計り知れないということを認識すること
と、学習時のテクノロジーの使用がモチベーション
に良い影響を与えることに気づくことが、テクノロ
ジーに対する教員の姿勢にも影響を及ぼしているよ
うに思える。

４）目標に向けた明確なゴールがなければ、その利点も
また実現されないかもしれない。

５）多くの教員が、システムをもっとも有効に利用する
にはどうしたらよいか悩み、また、効果的な教材を
実験・開発する時間が足りないことを憂いているよ
うに見える。教員からのフィードバックによって、
新しいテクノロジーを古いやり方で使っている傾向
があることが明らかになった。このことは知識と経
験のレベルの間に関連性があることを明示してい
る。

６）システムが使いやすく、その容量が増えたことが、
より効果的に目標を達成するのに役立っている。

　基本的に、教員からのフィードバックは、テクノロ
ジー使用に関する教員自身の見解と理解が、外国語教育
におけるテクノロジーの使用を支持する理論と合致して
いることを示している。しかし、システムを最大限に活
用していくとしたら、システムについての知識を高める
こと、そしてさらに重要なこととして、アクティビティ
のレパートリーを増やすことが必要であると彼らは認識
している。
　これらの結果は、教育における教員のテクノロジー
の使用について詳細を述べた情報と合致するものであ 
る11） 15）16）17）。現在は、教授法のトレーニングを行う予定
がない。したがって、教員は独学することが必要であり、
また、プランニングと評価を協同作業で行い、負担を分
担するのがよいかもしれない。教員が示した悩みの種の
一つ、時間の制限ということを考慮した場合、初めに、
授業内外で現行のアクティビティを練習台にして使用可
能な機能をマスターし、それからカリキュラムの中で幅
広く使えそうな単純なアクティビティで構成された小さ
なレパートリーを確立し、その後、これらのアクティビ
ティが完全に習得され最大限に活用されたなら、そのレ
パートリーに 1 つずつ徐々に加えていく、という方法が
最も良いのではないだろうか。Dudeney & Hockly 著、
How to teach English with technology（「テクノロジー

を使った英語の教え方」）や Dudeney 著、The Internet 
and the Language Classroom: A Practical Guide for 
Teachers （「インターネットと語学授業：教師向け実用
ガイド」）といった書籍を参考にして新しいアイデアを
生み出していくのもよいだろう。
テクノロジーを外国語教育に合体させることは膨大な時
間を要する作業であり、教員のエネルギーや情熱、献身
が必要とされる15）。だからこそ、学生が効果的な学習経
験ができるように、教員は現行の Integrative CALL に
基づいて、指導方法の知識とノウハウを高めるよう努力
しなければならない。

Ⅳ．結論
　テクノロジーを使用したからといって、より良い学習
結果が保証されるものではない。本当に重要なのは、ど
のようにそれを使うかということにある。今回の初期調
査では、教員は授業でテクノロジーを使用する知識とノ
ウハウを自分で増やさなければならない必要があること
に気付いていることが示された。しかし、授業時間外に
練習する時間がほとんどないと感じている教員もいる。
加えて、今までに授業であまりテクノロジーを使ってこ
なかった教員は、どこで新しい情報とアイデアを手に入
れたらよいかわからないで悩んでいる。教員の知識やノ
ウハウが独学によりどの程度進歩したかを明確にするた
めに、年度末にフォローアップ研究を行うことが必要だ
ろう。もし、ほとんど進歩していないことがわかった場
合には、その原因を究明し、職業訓練コースを設けるな
どのしかるべき対策を講じることが必要である。
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